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Vol.40　No.1　2020 静岡赤十字病院研究報
がすぐ判明しないことや，結果が本人や私達医
療スタッフに適宜情報共有されないため，私達
が診療した患者の中にCOVID-19患者がいたこと
は間違いない．COVID-19の特徴として，急激に
状態が悪化することがわかっていたため，倦怠感
などが続く患者は，検査結果を待たず，積極的に
医療機関への搬送を依頼した．実際，急激な呼吸
不全をきたした患者をメディカルセンターで診療
し，当初急性冠症候群による心不全を疑い，非
侵襲的陽圧換気（noninvasivepositivepressure
ventilation：NPPV）を装着し救急搬送を行った
ため，私は救急車に同乗したが，後日その患者が
COVID-19陽性であったことが分かって非常に動
揺した．このような医療機関への搬送については
日赤救護班が直接かかわることは少なかったが，
受け入れ交渉や搬送手順など極めて困難であるこ
とも痛感した．受け入れ先となっている病院のス
タッフたちの重責も実感した．
　前の派遣チームも話していたことだが，2泊3日
の活動は短かく，やっと活動内容がわかってきた
ところで交代というもどかしさがつきまとうが，
緊張を強いる3日間であり，終了したときは本当
に胸を撫で下ろした．世界各国が独自に国民の下
船・帰国を始めたこともあり，乗客の数も日に日
に少なくなったため，診療を必要とする患者も決
して多くはなかったが，患者は皆不安に駆られて
おり，対応には非常に気を遣った．同時期に派遣
された大阪赤十字の国際医療救援チームには非常
に助けられ，感謝しかない．活動終了後，全員2
週間の自宅待機期間を必要としたが，班員全員感
染しておらず，無事に活動を終えられたことは非
常に幸運だったと思う．
　今後も当院は急性期病院としてCOVID-19への
対応は否応なしに求められる．日々積み重ねられ
る情報を正しく理解し，正しく恐れ，正しく立ち
向かい，現時点で有効と思われる対応策を地道に
行っていくことが望まれる．一気に解決するよう
な対応策は期待せず，COVID-19と共生できるま
で，堅実な対応を行うのみと考える．今回の救護
活動は，非常に貴重な体験であった．
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